
準耐火構造1時間！防火も換気もお任せ！

軒裏換気（防火）

イーヴスベンツ585H

関連部材
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⬆付属部材も充実しており、施工もラクラク ⬆ガルバリウム鋼板＋カチオン電着塗装で高防食性

サビや腐食が発生しにくい高耐久性

⬆イーヴスベンツ585( 別売 ) と組み合わせて使用

イーヴプロテクター
※使用の際は認定書
　をご確認下さい
※使用の際は認定書
　をご確認下さい

イーヴスベンツ585
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組み合わせて防水・防虫性UP
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試験前 試験後

施工性を考慮した専用部品

イーヴプロテクター

夏の室温異常上昇や冬のすがもり、
氷柱を防ぎます。

●換気量をしっかり確保する

【イーヴプロテクター】は狭小地域やフラッ
トタイプ、軒ゼロ住宅の美観を損ねず換気
量をしっかりと確保できる軒天換気材です。
イーヴスベンツ585と組み合わせることで、
防水・防虫性能が向上し、さらに準耐火構
造認定1 時間の試験をクリアしており、換気
性能と防火性能を兼ね備えたハイスペック
な部材です。

準防火地域に対応する
小屋裏換気ガラリ！

ハニカム
形状

三角形が
できるよう
差し込みます。

⬆火災発生時、熱膨張材が小屋裏への延焼を防ぐ

ホワイト ブラック

日本住宅性能表示基準
耐 火 等 級：4等級

：1時間 (軒裏 )
性能試験合格

準耐火構造

：QF060RS-0022
QF060RS-0022-2

認 定 番 号

準耐火構造1時間

EPエンドキャップ
●20個入り

EPコーナーブラケットS
●4個入り

EPコーナーブラケットU
●4個入り

イーヴプロテクター
コーナー部材
●4個入り

EPジョイントブラケット
●10個入り

イーヴプロテクター用部品（別売）

ここがポイント！

※ブラックのみ



軒天材

野縁

外壁材

通気層

透湿防水シート

イーヴプロテクター

イーヴスベンツ585

受材

軒の出1000以下
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（受材の屋外面と外壁
材の仕上げ面が同面に
なるものを使用すること） 

軒天材

イーヴプロテクター

イーヴスベンツ585
シーリング

（受材の屋外面と外壁材の
仕上げ面が同面になるもの
を使用すること）

⑤イーヴプロテクターコーナー部材①EPコーナーブラケットU ②EPコーナーブラケットS ③EPジョイントブラケット ④EPエンドキャップ
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軒ゼロ - 水下側

軒アリ - 水下側 - 水平軒天（壁元）
イーヴプロテクター用部品

納まり図 製品図
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【拡大図】
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●本書に掲載している製品は、改良等により、仕様の変更をする場合がありますので、
あらかじめご了承下さい。

●本書はイメージ例です。すべての工法等に合致する物とは限りません。
●小屋裏換気措置における対象部位の解釈基準については、行政窓口や認定検査機
関により、異なる場合があります。

●施工や納まりに関する注意点については施工説明書をご覧下さい。
●個別の建築計画における法適合性の判断については、建築確認申請時に建築主事
または指定確認検査機関にご確認下さい。

●当社の軒裏換気部材を使用する場合、壁に設置する透湿防水シートは換気材上端
を超え、かつ、小屋裏換気に支障が生じない範囲まで張り上げて下さい。 
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軒の出1000以下

シーリング

イーヴスベンツ類
（別売）

垂木
野地板

下ぶき材
屋根材

受材
（受材の屋外面と外壁材の
　仕上面が同面になるものを
　使用すること）

(1) 本製品を準耐火構造または防火構造の軒裏換気材として使う場合は以下の条件を満たすよう施工して下さい。
 ・軒の出は1000㎜以下として下さい。なお、軒の出が500㎜超～1000㎜の場合については、吊木等を取付け補強して下さい。
 ・野縁は断面寸法30㎜×35㎜以上の木材とし、野縁間隔は500㎜以下として下さい。また、あらかじめ軒裏材目地が位置する野縁は、2本並べて施工
して下さい。
 ・軒天材は12㎜以上の繊維混入セメント板もしくは繊維混入セメントけい酸カルシウム板を使用して下さい。
 ・本体の本留めは、本体にイーヴスベンツ類またはイーヴスベンツ585Hを挿入した上で、φ3.4×75㎜以上の釘またはビスを使い、500㎜以下の間隔
で留付けて下さい。
 ・壁側野縁の固定は、φ3.4×75㎜以上、軒先野縁の固定はφ2.45×45㎜以上の釘またはビスを使い、500㎜以下の間隔で留付けて下さい。
 ・野縁の組立ては、φ2.15×38㎜以上の釘またはビスを使い組立てて下さい。
 ・軒天材の留付けはスクリューもしくはリング釘φ2.15×38㎜以上を使い、軒の出方向、長さ方向ともに160㎜以下の間隔で留付けて下さい。

(4) 本製品の分解・改造などは行わないで下さい。

(2) 本製品の耐火建築物への使用は、行政または指定確認検査機関にご相談の上、使用の判断をお願いいたします。

(3) 本製品は立て置きせず、屋内で平積みにして保管して下さい。また、湿気の多い場所や、屋外などの雨にぬれる場所での保管はしないで下さい。

(5) 本製品は薄板を使用しているため、端部が鋭利になっております。施工の際は、手などを切る恐れがありますので、作業用の手袋などを着用し、十分
注意して下さい。


